













A Studay of Science Education (1) 


















教育を受けた 「信徒」による無差別テロの函策，そしていわゆる 「毒ガス ・薬物」殺人事件が
昨年，今年と連続的に起こされた。また，阪神・ 淡路大震災では，科学技術の脆さ，はかなさ





































































































鎌田・辰巳t(1962），田中 ・真船ら（問 3）の研究を参考にして， 初歩的生物学に絞り質
問を考えた。質問の観点と内容は， ①自然の事象への関心 （動物の越冬の仕方， 8題） ②科学





















表1 「理科の自己教育力育成に関する項目」と「生物学に関する項目」の基礎統計量 N =250 
項 目 平均値 最大値 最小値 標準偏差 歪 度 尖 度
情報選択力 3.879 7 1 1.439 0.073 2.564 
影響予測を好む力 3.595 7 1 1.58 0.37 2.67 
影響予測力 3.095 7 1 1.37 0.276 2.45 
意思決定力 4.219 7 1 1.296 -0.214 2.899 
変化対応力 4.111 7 1 1.293 -0.097 2.688 
構造的思考力 3.411 7 1 1.388 0.335 3.099 
生物学力 25.011 35 10 4.858 -0.438 2.764 
自然の事象への関心 4.499 7 1 1.314 -0.286 2.611 
科学的思考 5.927 8 1 1.934 -0. 729 2.569 
実験観察の技能 3.695 8 1 1.563 0.246 2.531 
知識・理解 5.119 8 1 1.379 0.866 3.772 










表2 「生物学力」と「理科の自己教育力育成に関する項目Jの重回帰分析の結果 N =250 
説明変量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄与率 分散分析F値
情報選択力 0.0475217 n s 0.249 6.209 df 6,243 
影響予測を好む力 0.161585 ＊ F=2. 681 * 
影響予測力 -0.0278436 n. s 
意思決定力 0.046141 n. s 
変化対応力 0.122011 n. s.
構造的思考力 -0.0211788 n. s. 
注 ns. p>0.05, • <0.05 
表 3 上の表2の重回帰分析予測式を変量減増法で求めた結果
説明変量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄与率 分散分析F値
影響予測を好む力 0.171976 ＊司ド 0.242 5.871 df 2,247 
変化対応力 0.142381 ＊ F=7.703•• 











表4 「科学的思考」 と「理科の自己教育力育成に関する項目jの重回帰分析の結果 N=250 
説明変量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄 与率 分散分析F値
情報選択力 0.005002 n. s 0.224 5.027 df 6,243 
影響予測を好む力 0.13287 n s F=2.144 • 
影響予測力 0.0102924 n. s 
意思決定力 0.121109 n. s 
変化対応力 0.0347266 n. s. 
構造的思考力 0.007781 n. s 
I主 ns. p>0.05, • p<O .05 
表5 上の表4の重回帰分析予測式を変量減増法で求めた結果
説明変量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄 与率 分散分析F値
影響予測を好む力 0.131724 ＊ 0.222 4.926 df 2,247 
意思決定力 0.140295 本 F=6.399** 





表6 「実験観察の技能jと 「理科の自己教育カ育成に関する項目jの重回帰分析の結果 N =250 
説明変量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄与 率 分散分析F値
情報選択力 0.0642491 n. s 0.239 5.734 df 6,243 
影響予測を好む力 0.0864254 n s F=2.463• 
影響予測力 0.0659312 n s 
意思決定力 0.0571164 n. s.
変化対応力 0.114968 n. s 
構造的思考力 0.0989411 n s 
注 ns. p>0.05, • pく0.05
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表7 上の表6の重回帰分析予測式を変量i成増法で求めた結果
説明変量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄与率 分散分析F値
影響予測を好む力 0.137C46 ＊ 0.215 4.630 df 2,247 
変化対応力 0.142895 ＊ F二5.996** 














表8 「生物学力」と5つの生物に関する下位項目の重回帰分析結果 N =250 
説 明 変 量 標準偏回帰係数 信頼度 重相関係数 寄 与 率 分散分析F値
自然の事象への関心 0.269717 ＊＊ 0.999 99.916 df 5 ,244 
科学的思考 0.395457 本＊ F=58422. 7** 
実験観察の技能 0. 321624 ＊＊ 
知識・理解 0.286737 ＊ホ
応用 ・創意 0.392734 ＊＊ 
注 ＊ p<0.01 
3.「生物学力Jと「理科の自己教育力育成に関する項目」 の主成分分析結果








成 分 固 有 値 寄 与 率 累積寄与率
第 1主 成分 3目01442 0.301142 0.301442 
第 2主 成分 1.66222 0.166221 0.467663 
第 3主 成分 1.02211 0.102211 0.569874 
第 4主 成 分 0.82365 0.082365 0.652239 
第 5主成分 0.77689 0.077689 0.729928 
第 6主成分 0.70124 0.070124 0.800052 
表10 因子負街量
第 I主成分 第 2主成分 第 3主 成 分
情報選択力 0.749442 -0.185564 -0.0711421 
影響予測力 0.753644 -0.251728 0.0438067 
意思決定力 0.728755 0.16533 -0.0223528 
変化対応力 0.67055 -0.120854 0.399669 
構造的思考力 0. 719735 -0.244818 -0.118549 
自然の事象への関，L、 0.11289 0.11143 0.933671 
科学的思考 0.372669 0.621844 -0.111203 
実験観察の技能 0.360809 0.453236 0.268575 
知識 ・理解 0.219262 0.663416 -0.11219 
応用 ・創意 0.236981 0.646446 0.173641 
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表1 主成分スコア
標本番号 第 1主成分 標本番号 第 2主成分 標本番号 第 3主成 分
133 3.29789 73 2.17565 6 2.47043 
79 2.3423 98 2.17535 137 2 .18232 
179 2.31365 210 2.17378 107 2.0038 
196 2.09591 94 2.08848 61 1.98496 
235 2.06331 116 2.03455 54 1.8468 
24 2.05436 91 1.97076 221 1.81954 
178 1. 99491 160 1. 82961 49 1.7662 
229 1.98895 195 1.69437 以下省略











































である（例えば，科学的思考＞実験観察の技能， df476.96, t =14.183, p <0.01，科学的思
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